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個別取り組みシート④ 委員意見の一覧（カテゴリー別） 

 

 

買いすぎない 

・期間を決めて食事記録表をつける。【住民】 

・宅配サービスなどを利用、１食３００円から注文の方法も一案あると思う。 

【住民・事業者】 

・買い物の前に冷蔵庫の中の食材をチェックしてから行くことで、買いすぎを防ぐこと

が出来る。【住民】 

・食生活の見直し。【住民】 

・ばら売り、量り売り、少量パックを利用する。【住民・事業者】 

・１ヶ月の食費予算を決めて、週単位で買物の内容を決める。【住民】 

・食材の購入時に必要以上に余分に買わない。残量を上手に消費する方法を考える。 

【住民】 

・購入時に、余計なものや、捨てるほどの食品を購入しない。【住民】 

・食料品を購入する際、予め自宅の在庫状態を確認。【住民】 

 

・食べる種類や量を減らすだけで食料が必要な海外の支援になる。【住民・事業者】 
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賞味期限・消費期限 

・賞味期間の改定。【行政（国）】 

・消費期限と賞味期限の意味を分かりやすく周知。【事業者・行政】 

・賞味期限切れ寸前の商品を専門に扱う商店。【事業者】 

・新しい村でも前述のような商品を扱うようにする。【事業者】 

・店舗での買物は値引き品から買う。（劣化、痛み、ドリップは判断）【住民】 

・店舗の死筋商品の在庫過多による販売賞味期限の売れ残りの削減【事業者】 

・スーパーでは、すぐ使う食品は棚の手前から取ることで、お店の廃棄食品を少なく出

来る。【住民】 

・期限に応じて価格が自動的に変わる仕組みの普及。【事業者】 

・直売店・スーパーで規格外野菜や賞味期限間近商品を安価で購入出来るようにする。 

【事業者】 

 

活用方法の周知 

・冷凍庫を利用（保存食）方法、管理。【住民】 

・エコ料理教室。【事業者】 

・正しい冷凍ストックの方法、美味しく解凍、調理方法、月 1の広報に旬の食材を用い 

て分かりやすく周知する。【住民・事業者・行政】 

・外皮、骨、内臓等を食する方法。【事業者】 

・料理の段階で食べられる部分はすべて食べられるように料理をする。【住民】 

・食べるだけ調理することや、残った料理は翌日リメイクすることで、ごみの量を減ら

せる。【住民】 

 

フードバンク 

・フードバンクの周知【事業者・行政】 

・農水省ですすめている「フードバンク」の利用。【住民・事業者】 

・贈与品（中元や歳暮等）で使い切れない物や不要品は早めにフードバンクに寄付又は

人に譲って消費。【住民】 

・余っている未開封のものはフードバンクに寄付することで、食品を必要な所に届ける

ことが出来る。【住民・事業者】 

・企業で予算が余ったら、非常時の備蓄用に回す。【事業者】 
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食べ残しの削減及び持ち帰りの促進 

・レストランで持ち帰りが出来る旨の案内・掲示。【事業者】 

・食べ残しの持ち帰りを習慣化。行政指導で一斉に。【住民・事業者・行政】 

・注文する際に客が量を店に伝え、食べ残しを無くす。テーブルにその意図を知らせる

表示を全部の店で展開。【住民・事業者】 

・外食の時には、過食や栄養の取りすぎに注意して、残さない料理の提供をしてもらう。 

【住民】 

・食品ロス協力業者へのポスター、看板の掲示。【事業者】 

 

在庫削減 

・ロット数の節減。【事業者】 

・店舗の多量発注廃止。少なめの発注で「完売しました」の方が消費心をくすぐられる。 

食品ロスの観点から「予約販売」としてもイメージアップになる。【事業者】 

・販売業者側が、食品ロスを助長するような売り出し（節分の恵方巻の様な）を抑制。

【事業者】 

・シェアリングエコノミーの取り組み拡大。【事業者】 

 

堆肥化・餌としての活用 

・JA・農業で採れすぎ・規格外野菜を給食センターや動物園への支援に活用。支援者は 

ガソリン給油券や入場券等の配布でメリット。【事業者】 

・捨てる場合には、肥料として活用。【住民・事業者】 

・東武動物公園の動物たちの食べ物として提供する。【事業者】 

 

容器包装の削減 

・過剰包装の抑制。【事業者】 

・外装（パック）の必要以上に大きい物を削減。【事業者】 

・白色トレイの持ち帰りを少なくする。【事業者】 

・ギフトものの簡易包装の推進。【事業者】 

・環境配慮型商品、環境に配慮した新しい販売方法の提案（店舗と EC）。【事業者】 

 

その他 

・集積所の名称変更。（例：「生活を支える集積所（仮案）」など小学生に斬新な名称の

アイデアを出してもらい集積所に関心を持ってもらう）【住民】 

・食品ロスの増加は、埋め立て処分場の不足、廃棄物処理費用の増大など、廃棄処理問 

題に直結し焼却・埋め立て処理による CO₂排出などの環境問題にも派生させる。【行政】 

・「SDGs」（持続可能な開発目標）の取組みと具現化。【行政・事業者】 
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・給食センター、飲食店、スーパーなどの巻き込みとキャンペーンの実施。【行政・事

業者】 

・町と食品スーパーが削減意味を説明し、一緒に取り組める実証実験の実施。【行政・

事業者】 

 


